
西部管内の
講座関係のＨＰ

スピーチの短さを指摘し、

“Do you like Swimming? ”
“Do you like fish?”
などの相手に質問をしなが

ら、四万十市にあるものの良
さを伝えると良いことに気
付かせた。

児童の気付き：「自己紹介」
他グループの表現：“Please enjoy

Shimanto city.”
を取り上げ、「楽しんでもらいた
い」という気持ちを伝えることや

要件でなくつながりを大切にす
ることも加えると良いことに気
付かせた。

ALT のコメントを取り上げ、
“We have ～.”
“It’s ～.”

だけではなく
“You can ～. ”など、
できることを伝えると相手

は「行ってみようかな？」と
思えることに気付かせた。

授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!! 限られた時間の中で教材研究の難しさを感じて

いる先生方も多いと思います。講師、中妻准教授

の具体的で大変分かりやすいご助言により、今回

も学びの多い講座になりました。
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✿高学年の学習では、内容の向上に向けた中間評価が大切です。１時間の授業の中
で、最初よりも内容が良くなったことを実感させてあげることが重要です。

✿今日できるようになったことを実感させるためには、授業の終わりに学びを振
り返る必要があります。また、振り返りを全体共有することで、学びを広げるこ

とが重要です。

【提案内容】小学校 6年 「新しく来た ALTの先生に四万十市を紹介しよう！」（We Can!2 Unit4 I like my town.）
【授業者】乾 城次 教諭（HRT)、 池田 真代 教諭（JTE)、 マデリン・アームストロング（ALT)［四万十市立東山小学校］

身近で簡単な事柄について、伝えようとする内容を整理した上で、自
分の考えや気持ちなどを、簡単な語句や基本的な表現を用いて話すこと
ができるようにする。

提案授業について

明確な相手意識・目的意識

新学習指導要領 領域別目標 (4)話すこと［発表］ウ

中間評価において言語活動の何を向上させればよいか？

本時（７／８時間目）の目標
◆相手に配慮しながら、自分たちが住む地域について、自分の考えを
話すことができる。

We don’t have ～.We have ～.
「何ができるようになったか」を自覚できる授業とは？

中間評価による言語活動の内容の向上【明確な HRT/ALT/JTE の役割】

四万十市に新しく来たALTの先生から、自己紹介の
ビデオレターが送られてきて、好きなもの・興味がある
ものを知った。

四万十市を知ってもらい、楽しく生活をしてもらいた
いから、自分たちで四万十市を紹介しよう。

本時のめあて：よりよい四万十市の紹介にしよう
楽しい発表
簡単で分かりやすい内容
相手が行きたいなと思う工夫
ALTのニーズに合わせた内容

Hello. This is the Shimanto City.

We like the Shimanto City.

We have Shimanto pork, ayu and eels.

They are good.

We have Shimanto River and nature.

It’s beautiful.

We don’t have aquariums and theaters.

We want an aquarium and a theater.

Shimanto City is nice.

I enjoy Shimanto City.

Thank you for listening.

あるグループの発表 子供同士のアドバイス

ジェスチャーが

あって良い
一人ひとりの自己

紹介があった。

スラスラ

言えている

ゆっくり大きな声

で言うと良い

HRT の中間評価 ALT の中間評価 JTE の中間評価

「来てください」と

誘っていた

既知の

見方･考え方で

焦点化

伝え方に加え、

内容にも気付き

がある

児童の気付き

や発表例から

更に内容に

着目させる

教
材
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で
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C１:映画が見たいとか、魚が見たいを言

ってみるのはどう？

C２:見るは Watch？ 見たいだから...

I want to watch movieｓ.

C3：いいと思う！

C1：四万十川のところは、Do you know

Shimanto River?で先に聞く？

ALT：Shimanto River has beautiful

nature.

C2:そういうことか！

Do you know Shimanto River?

Shimanto River has beautiful

nature.

再構築

授業の実際（教材研究会を受けての改善策・工夫点）



☆単元ゴール活動で、子供にど

のような視点でお互いにアド

バイスし合うようにするか

は、それまでの授業の中で

指導していけるのではない

かと思い当たり、実践してみ

たいと思いました。

☆最後は「子供自身が楽しみ

ながら学ぶ！」ことが子供

の自信につながるというこ

と。「学んだこと」をどう「活

用する」のかということ。た

くさん学ぶことができてう

れしかったです。この「学ん

だこと」をぜひ「活用」して

いきたいです。

☆「子供は気付きかけている」

という言葉は、まさにその通

りだと感じました。それを引

き出し、学びにつなげられる

ようにどうすれば良いかを

校内で考えていきたいと思

いました。

☆質の高いコミュニケーション

をするためには、温かな学

級づくりがベースになるこ

と、やり取りをする授業形態

をどの教科でも実践するこ

と、「いい聞き手がいい話し

手を育てる」ということを意

識して日々の授業を作って

いきたいと思いました。

今年度の計４回の授業づくり講座が終わりま

した。

東山小学校の先生方には様々なご提案をし

て頂きました。本当にありがとうございました。

中妻先生によるご指導・ご助言

～中間評価の在り方、人・もの・ことの効果的な活用～

参加者の声

高学年になると、知的

な学びを求めているこ

とが分かる。

思考力･判断力･

表現力の育成は

外国語科だけで

は行うものでは

ない。

指導者

の役割②

温かな学級づくり

を大切にし、やり取

りする授業をどの

教科でも実践する。

各教科の特質に応じ

た思考力・判断力・表

現力を身に付けさせ

る。

思考力・判断
力・表現力を高
めるための振
り返りの場の
設定が必要。

振り返りが
大切

できるようになっ

たことを実感する

ことで初めて自信

や楽しさを感じら

れる。

「どこが変わったの

か」個人の変容や気付

きをみんなで共有し、

学び合う仲間にした

い。

学級担任は、

子供の気付き

を問い返して

引き出す。

指導者

の役割①

C：書いてあること
以外も言ってい
たよ。

T:どんなことを言
っていたの？

C:突然質問されたこ
とにも答えてい
たよ。

T:すごいね！答えら
れなかったことな
かった？

まずは教師が

良い聞き手に

なり、聞き返し

たり質問した

りする。

または、教師は子供
の活動に入り込み、
話し手として、１番
の良いモデルとな
る。

子供は、教師の言った
内容から必要な表現
に気付く。繰り返すこ
とで、子供同士ででき
るようにする。

良い聞き手が

良い話し手を

育てる

高学年は、

言語活動の質

(内容)を高める

ことが必要。

理論と

授業実践を

つなぐ

どう言ったら良い

か分からないこと

について、既習事項

を想起し、みんなで

考える。

みんなで考えた表現

を使える場を設定し、

内容の高まりを自覚

させる。

こうした言語活動の質の高まりによる

自分の考えの変容について、自ら学

習のまとめを行ったり、振り返りを行っ

たりすることで、「思考力・判断力・表

現力等」を高める必要がある。

小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語編 P９９

コミュニケーションを行う際、英語で

伝え合うだけでなく、自分の考えと、

コミュニケーションする相手の考えを

比較したり、新たな考えを知識として

取り入れたりしながら、自分の考えを

再構築することである。

小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語編 P９９

学習指導要領解説をもとに

○中間評価の後、子供たちが再構築し、

必要な内容を取り入れて発表ができた

時にとてもうれしそうな笑顔だったこ

とが良かった。

○授業後にHRTから、「教師による中間評価

の後に、子供達の発表内容が良くなったこ

とを実感した。次は子供たち同士でできる

ようにしたい。」

という言葉が聞けたことがとても

良かった。

授業について


